
性
な
の
で
ネ
ッ
ト
や
支
柱
に
絡
ま
せ
、
日
よ

け
代
わ
り
に
作
る
と
、
夏
の
暑
さ
対
策
と
も

な
っ
て
ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
す
。 

　

果
実
の
サ
イ
ズ
に
応
じ
、
果
長
３５
㎝
程
度

の
大
長
品
種
、
２０
〜
２５
㎝
程
度
の
中
長
品
種
、

１５
㎝
程
度
の
短
紡
錘
形
品
種
な
ど
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
作
り
や
す
く
、
初
心
者

で
も
十
分
に
収
穫
を
楽
し
め
ま
す
。

●
大
長
品
種

　

果
実
の
長
さ
が
３５
㎝
で
、
果
皮
が
鮮
か
な

緑
色
の
’
さ
つ
ま
大
長
れ
い
し‘
は
、
豚
肉

と
の
油
炒
め
に
重
宝
さ
れ
る
ほ
か
、
酢
の
物
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ニ
ガ
ウ
リ
は
、
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
ウ
リ

科
の
果
菜
で
す
。
暑
さ
に
極
め
て
強
く
、
生

育
が
旺
盛
で
、
病
害
虫
の
被
害
も
少
な
く
育

て
や
す
い
た
め
、
ま
さ
に
家
庭
菜
園
向
き
の

種
類
と
い
え
ま
す
。
か
つ
て
は
鹿
児
島
や
沖

縄
な
ど
、
限
ら
れ
た
地
域
の
夏
野
菜
と
し
て

栽
培
さ
れ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
（
地

方
名
は
沖
縄
で
「
ゴ
ー
ヤ
ー
」、宮
崎
で
「
ニ

ガ
ゴ
リ
」
な
ど
）、
沖
縄
を
舞
台
に
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」

の
影
響
で
、
今
や
全
国
的
な
知
名
度
を
誇
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
壌
の
適
応
性
は
広
い
の
で
す
が
、
水
は

け
の
よ
い
場
所
が
適
地
と
な
り
ま
す
。
つ
る

藤
ふ じ  た  

田　智
　さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

　ニガウリ（苦瓜）はその名のごとく、独特の苦みが最

大の特徴となる野菜です。苦みの成分はモモルデシンで、

これが夏場の食欲をそそります。ひと昔前までは九州南

部や沖縄など、限られた地域で作られていましたが、テ

レビの影響であっという間に全国へと広まりました。

　暑さに負けず生育旺盛、虫にも強いニガウリは、初め

ての栽培にぴったり。ベランダに茂らせて、日よけ代わ

りにも使ってください。

独特な苦みが夏に食欲を誘い、近年人気急上昇のニガウリ。

ニガウリの雄花。

主
な
品
種

その● ニガウリ —独特の苦みがたまらない—4

ニ
ガ
ウ
リ
の
特
徴 

おすすめニガウリあれこれ

‘さつま大長れいし’
平均果長35㎝、独特の苦みがあり、
油炒め、酢の物などに適する。

ニガウリの雌花。

‘島さんご’
平均果長20〜25㎝、通称「アバシー」
と呼ばれる短太タイプのニガウリ。

‘太れいし’
平均果長15㎝、胴張りがよく果実の
揃いが特に優れる。

‘白れいし’
平均果長15㎝、珍しい白皮で外観が
美しく、特有の苦みが淡くてなじみ
やすい。

大長品種 中長品種

短紡錘形品種



ポ
ッ
ト
で
３０
日
間
育
苗
す
る
の
で
、
週
に
１

回
5
0
0
倍
液
肥
を
水
や
り
を
兼
ね
て
施
し
、

肥
切
れ
に
注
意
し
ま
す
。
タ
ネ
ま
き
か
ら
３０

日
、
本
葉
が
3
〜
4
枚
程
度
に
生
長
し
た
ら

植
え
付
け
適
期
で
す
（
第
1
図
）。

②
苗
を
購
入
す
る
場
合

　

遅
霜
の
心
配
が
な
く
な
る
、
4
月
下
旬
〜

5
月
上
旬
ご
ろ
に
苗
を
購
入
し
ま
す
。
前
述

の
通
り
、
ニ
ガ
ウ
リ
の
植
え
付
け
適
期
苗
は

本
葉
3
〜
4
枚
程
度
の
大
き
さ
で
す
。
苗
を

購
入
す
る
時
は
、
双
葉
が
し
っ
か
り
つ
い
て

い
る
こ
と
、
節
間
が
つ
ま
り
ガ
ッ
チ
リ
し
て

い
る
こ
と
、
葉
色
が
濃
く
、
病
害
虫
に
や
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
、
根
鉢
が
し
っ
か
り
で
き

て
い
る
こ
と
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
選
び
ま
し

ょ
う
。

　

縦
３０
㎝
、
横
６５
〜
８５
㎝
、
深
さ
２５
〜
３０
㎝

程
度
の
コ
ン
テ
ナ
を
選
び
、
底
に
鉢
底
ネ
ッ

ト
を
敷
い
て
、
底
が
見
え
な
く
な
る
く
ら
い

の
軽
石
を
入
れ
ま
す
。
次
い
で
培
養
土
を
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
ウ
オ
ー
タ

ー
ス
ペ
ー
ス
を
2
㎝
く
ら
い
と
る
よ
う
に
し

ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
に
４０
〜
５０
㎝
間
隔
で
植
え

穴
を
掘
り
、
苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
て

植
え
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、
た
っ
ぷ
り
と
水

や
り
し
て
お
き
ま
す
（
第
2
図
）。

　

植
え
付
け
後
、
支
柱
を
立
て
て
苗
を
誘
引

し
ま
す
。
立
て
る
支
柱
の
長
さ
は
2
ｍ
、
本

数
は
4
本
程
度
と
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
の
両

サ
イ
ド
に
１
本
ず
つ
と
、
そ
の
間
に
2
本
、

　

プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
の
場
合
、
タ
ネ
か
ら
で

も
で
き
ま
す
し
、
ま
た
苗
を
購
入
し
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

①
タ
ネ
か
ら
育
て
る
場
合

　

タ
ネ
は
直
ま
き
も
で
き
ま
す
が
、
直
径
9

㎝
程
度
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
で
育
苗
す
る
方
が
無

難
で
す
。
ま
き
時
は
、
4
月
下
旬
〜
5
月
ご

ろ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
9
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に

2
粒
の
タ
ネ
を
ま
き
、
発
芽
し
て
本
葉
が
１

枚
展
開
し
た
ら
１
本
に
間
引
い
て
育
て
ま
す
。

40 2008．4．はなとやさい

第1図 タネまき・育苗

タ
ネ
ま
き
と
育
苗

2

9㎝ポリポットに
2粒まき。

な
ど
に
も
適
し
て
お
り
、
人
気
が
あ
っ
て
お

す
す
め
で
す
。
ち
な
み
に
「
れ
い
し
」
と
は
、

ニ
ガ
ウ
リ
の
別
名
「
ツ
ル
レ
イ
シ
」
の
こ
と

で
す
。

●
中
長
品
種

　

果
実
の
長
さ
は
２０
〜
２５
㎝
で
、
通
称
「
ア

バ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
果
実
の
揃
い
が

よ
い
’
島
さ
ん
ご‘
は
、
濃
緑
色
の
果
皮
を

し
た
お
い
し
い
品
種
で
す
。

●
短
紡
錘
形
品
種

　

果
実
の
長
さ
１５
㎝
、
育
て
や
す
く
収
量
性

も
高
い
’
太
れ
い
し‘
は
、
家
庭
菜
園
向
き

の
品
種
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
果
皮
が
真
っ

白
で
長
さ
１５
㎝
の
’
白
れ
い
し‘
は
、
苦
み

が
少
な
く
、
サ
ラ
ダ
や
酢
の
物
、
油
炒
め
な

ど
に
最
適
で
す
。
こ
の
品
種
は
外
観
が
美
し

い
の
で
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
栽
培
し
て
も
楽
し
め

ま
す
。

　

つ
る
性
の
ニ
ガ
ウ
リ
は
草
丈
2
ｍ
以
上
に

生
長
し
、
ま
た
栽
培
も
5
カ
月
程
度
続
く
の

で
、
コ
ン
テ
ナ
は
２５
ℓ
以
上
の
大
型
の
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ほ
か
に
、
コ
ン
テ
ナ

の
底
に
敷
く
軽
石
、
市
販
の
培
養
土
、
長
さ

2
ｍ
以
上
の
支
柱
竹
3
本
、
誘
引
用
の
ひ
も
、

鉢
底
ネ
ッ
ト
、
移
植
ゴ
テ
、
ハ
サ
ミ
な
ど
を

準
備
し
ま
す
。
支
柱
を
立
て
て
園
芸
用
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
ネ
ッ
ト
栽
培
も
可
能
で
す
。

栽
培
方
法

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1

苗
の
植
え
付
け

3
支
柱
立
て
・
誘
引

4

苗完成（30日くらい）

本葉１枚
で１本に
間引く。

本葉3〜4枚の
苗を植え付け。

第2図 植え付け

❶コンテナに土を入れる。 ❷苗を植え付ける。

ウオータース
ペース（2㎝）

断面図

培養土

軽石

ポットから苗を取り
出し、植え付ける。

たっぷり
水やりす
る。

第3図 支柱立て

長さ2ｍ程度の支柱を
4本立てる。

30㎝ほどの間隔で、
横の支柱を結ぶ。

合
計
4
本
の
支
柱
を
立
て
、
横
に
３０
㎝
間
隔

で
長
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
支
柱
を
結
び
固
定
し
ま

す
（
第
3
図
）。
こ
の
ま
ま
で
も
育
て
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
支
柱
を
骨
組
み
と
し
、
園
芸



　

う
ど
ん
こ
病
に
は
カ
リ
グ
リ
ー
ン
を
散
布

し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー

ト
液
剤
や
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
を
、
ハ
ダ
ニ
に
は

粘
着
く
ん
液
剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

　

果
実
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
に
応
じ
た
適

期
の
長
さ
に
な
っ
た
ら
、
順
次
収
穫
し
て
い

き
ま
す
（
第
8
図
）。
う
っ
か
り
そ
の
ま
ま

第4図 誘 引

週に１回を目安に
誘引する。

まっすぐ上に伸びるよう、
つるを誘引する。

用
ネ
ッ
ト
を
結
び
つ
け
て
育
て
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
支
柱
や
ネ
ッ
ト
に
、
つ
る
を
誘

引
し
ま
す
。
週
に
一
度
を
目
安
と
し
て
、
定

期
的
に
誘
引
し
ま
し
ょ
う
（
第
4
図
）。

　

本
葉
が
6
〜
7
枚
に
な
っ
た
ら
先
端
を
摘

芯
し
、
わ
き
芽
を
3
〜
4
本
伸
ば
し
ま
す
。

つ
る
が
支
柱
の
高
さ
に
達
し
た
ら
摘
芯
し
ま

す
（
第
5
図
）。

　

実
の
な
り
が
少
な
い
時
は
、
雄
花
を
と
っ

て
雌
花
に
そ
の
花
粉
を
す
り
つ
け
る
、
人
工

受
粉
が
効
果
的
で
す
。
で
き
れ
ば
午
前
9
時

ご
ろ
ま
で
に
行
い
ま
す
（
第
6
図
）。

　

肥
切
れ
し
な
い
よ
う
、
月
2
回
、
化
成
肥

料
１０
ｇ
を
用
土
の
表
面
に
追
肥
し
ま
す
（
第

7
図
）。
乾
燥
が
続
く
高
温
期
は
、
朝
方
か

夕
方
に
十
分
水
や
り
を
行
い
ま
す
。
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秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。

「NHK 趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊 NHK
趣味の園芸・わが家の片隅でおい
しい野菜を作る」（NHK 出版）な
ど多数。 

藤田  智
（ふじた   さとし）

整　

枝

5
人
工
受
粉

6
水
や
り
・
追
肥

7

病
害
虫

8
収　

穫

9

第5図 整 枝

❶本葉6〜7枚で
摘芯。

❷分芽（分枝）を
　3〜4本伸ばす。

❸つるが支柱
の高さに達
したら摘芯
する。

第6図 人工受粉

午前9時ごろまでに
行うのがよい。

雌花

雄花
雄花の花粉を
すりつける。

花弁をとる。

第8図 収 穫 完
熟
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
果
皮
が
オ
レ
ン
ジ

色
に
変
わ
り
、
タ
ネ
の
周
り
が
赤
い
ゼ
リ
ー

状
の
物
質
で
覆
わ
れ
て
、
甘
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
苦
い
の
は
若
い
う
ち
だ
け
な
の
で
、

見
逃
し
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

収穫適期のニガウリ。収穫が遅れると完熟
し、甘くなってしまうので、早めの収穫を
心掛ける。

月に2回程度、１回につき化成肥料10gを、
コンテナの土の表面にばらまく。

化成肥料10g

開花後20〜25日が目安。

第7図 追 肥

中長品種 大長品種 短紡鐘形品種 


